
証券コード 6365
　株主の皆様には平素より格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。
　第85期 第1四半期の株主通信をお届けいたします。
　今年度は、「New DMW 中期経営計画2019」の最終年度にあたります。こ
れまで、海水淡水化ビジネスの確立等の重点テーマを中心に様々な課題に取り
組み、経営数値目標として掲げた4項目のうち、営業利益14億円、営業利益率
7％、ROE6%については達成することができました。 最終年度となる今年度は、
受注高目標220億円の達成に向けて、国内外の大型案件の受注に全社一丸となっ
て取り組んでまいります。
　株主の皆様におかれましては、今後とも一層のご理解とご支援を賜りますよ
うお願い申し上げます。
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連結財務ハイライト

事業の概況
■経営環境
　当第１四半期連結累計期間における世界経済は、米中貿易摩擦の激化などに伴う中国経済の成長鈍化や中東情勢の緊迫化
などから先行き不透明な状態が続きました。わが国経済は、政府や日銀による各種政策の効果などから雇用・所得環境の
改善が続いており、緩やかな回復基調で推移しましたが、製造業を中心に輸出や生産に海外経済の減速による影響が見られ
ます。

■経営成績
　当第１四半期連結累計期間における受注額は、大型案件を受注した官需部門が好調であったことなどから、前年同期に対
し123.1％の45億円となりました。売上高については、国内民需部門の売上案件が前年同期に比べて少なかったことから、
前年同期に対し87.9％の23億３百万円となりました。利益については、前年同期に比べて売上高が減少したことや利益率
の良い案件の売上が少なかったことなどから、営業損失３億円（前年同期営業損失９百万円）、経常損失２億31百万円（前
年同期経常利益43百万円）、親会社株主に帰属する四半期純損失１億64百万円（前年同期親会社株主に帰属する四半期純利
益30百万円）となりました。
　なお、当社グループの売上高は、公共事業物件の割合が高いため連結会計年度末に集中する傾向があり、四半期別の業績
には季節的変動があります。

■通期の見通し
　2020年３月期の連結業績予想につきましては、2019年５月15日に公表いたしました業績予想から変更はありません。
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TOPICS

最新のIR情報につきましては、
当社のホームページ「IR情報」を
ご参照ください。

http://www.dmw.co.jp/
当社ホームページ

ホームページ
のご案内

電業社　IR 検 索

「株主・投資家情報」
検索はこちらから▼

　2019年６月、当社は労働安全衛生マネジメントシステムの国際規
格であるISO45001の認証を取得しました。
　同規格は、組織で働く全ての人々が、安全かつ身体と精神の両面で
健康的に働くための仕組みを構築し、運用することで、組織の労働安
全衛生パフォーマンスを向上させるための枠組みです。
　当社は、既に取得・更新を行っている品質、環境のISOマネジメン
トシステムに加え、リスクアセスメントによるリスク低減を根幹とし
た労働安全衛生マネジメントシステムの実践により、より一層、安全
で健康な職場を提供できるよう活動を推進していきます。

ISO45001 「労働安全衛生マネジメントシステム」
認証取得

　当社は、社会貢献活動の一環として、地
域環境美化活動を行っています。
　本社では、ＪＲ大森駅周辺の歩道の清掃
活動を月一回実施し、地域貢献・環境美化
を推進しています。
　また、三島事業所では毎年、市営公園の環境美化活動に参加しています。2019年５月に実施され
た環境美化活動には、社員とその家族109名が参加し、花苗の植付け、園内のゴミ拾い、除草作業
等を行いました。
　当社は地域社会の一員として、今後も地域環境美化活動に積極的に取り組んでまいります。

地域環境美化活動

●ＪＲ大森駅周辺の清掃活動（本社） ●市営公園の環境美化活動（三島事業所）

　2019年８月６日から４日間、パシフィコ
横浜で開催された『下水道、くらしを支え、
未来を拓く 下水道展＇19横浜』に出展し
ました。同展示会は、公益社団法人日本下
水道協会が主催するもので、32回目となる今回は346社が出展し、約47,000人が来場しました。
　下水道施設は24時間365日機能することが求められ、効率の良い機器の導入等の省エネルギー対
策が大きな課題です。さらに、近年は集中豪雨やゲリラ豪雨等による浸水被害が増加しており、下水
道に求められる役割はますます重要になっています。
　当社は今回、高効率、軽量化、省スペースを実現し、導入・維持管理コストの低減を図った「AM-
Turbo（新型ばっき用多段ターボブロワ）」並びに「ラムダ-21（歯車減速機搭載型立軸一床式ポン
プ）」について、映像やパネルを用いて紹介しました。

「下水道展」への出展


